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【発表のポイント】 

 隕石から生命を構成するリボースなどの糖分子を初めて検出した。 

 宇宙に生命を構成する糖分子が存在することを初めて証明した。 

 地球外で非生物学的に作られた糖分子が地球にもたらされていた直接的

な証拠を発見した。 

 地球外で形成された糖分子が、原始地球で生命誕生の材料に使われた可能

性を示す。 

 

 

【概要】 

東北大学の古川善博准教授、中村智樹教授、阿部千晶（卒業生；当時博士課

程前期 2 年生）、北海道大学の力石嘉人教授、海洋研究開発機構の大河内直彦上

席研究員、小川奈々子主任技術研究員、NASA ゴダード宇宙飛行センターの

Daniel P. Glavin 研究員、Jason P. Dworkin 研究員の研究グループは、2種類の炭

素質隕石から、リボースやアラビノースなどの糖

を初めて検出しました。 

リボースは核酸（RNA）を構成する主要な糖分

子です。隕石からリボースなどの糖を検出したこ

とは、宇宙にも生命を構成する糖が存在すること

を示す発見です。そのような糖は生命誕生前の地

球にも飛来し、地球上の生命の起源につながる材

料の一部となった可能性があります。 

本研究の成果は令和元年 11 月 19 日午前 5

時（日本時間）、米国科学アカデミーが発行す

る 「 Proceedings of the National Academy of 

生命を構成する糖を隕石から初めて検出 
—宇宙に RNA の材料となる糖の存在を証明— 

図１：糖が検出されたマーチソン隕石 
Credit: Yoshihiro FURUKAWA 



Sciences, USA（米国科学アカデミー紀要）」に掲載されます。 

 

 

【詳細な説明】 

隕石からはこれまでに、多くの有機物

が検出され、タンパク質に含まれる一部の

アミノ酸や核酸に含まれる一部の核酸塩

基など、生命の原料になりうる有機分子も

見つかってきました。核酸（RNA と 
DNA ）は、核酸塩基と、リボースもしくは

デオキシリボースという糖分子が結合し

たもので、遺伝情報の保存とその情報から

タンパク質を作る役割を担っています。こ

のように核酸には糖分子が必要ですが、核

酸を形成しうる糖分子はこれまでに隕石

を含む地球外由来の試料からは見つかっ

ていませんでした。 

東北大学・大学院理学研究科・地学専攻の古川善博准教授を中心とする、中

村智樹教授、阿部千晶（卒業生；当時博士課程前期 2年生）、北海道大学・低温

科学研究所の力石嘉人教授、国立研究開発法人・海洋研究開発機構の大河内直

彦上席研究員、小川奈々子主任技術研究員、NASA・ゴダード宇宙飛行センター

の Daniel P. Glavin 研究員、Jason P. Dworkin 研究員の研究グループは、独自に開

発した分析手法によって、マーチソン

隕石と NWA801 隕石からリボースを

含む複数の糖分子の検出に成功しま

した。また、検出された糖分子の安定

炭素同位体組成分析から、これらの糖

分子が宇宙由来であることを確認し

ました。これまでの研究では、生命と

関係の薄いジヒドロキシアセトンと

いう糖分子だけが見つかっていまし

たが、今回の研究では生命の根幹を担

う核酸を構成する糖分子を検出しま

した。 

このように糖分子は 40 億年以上前の太陽系初期に、地球外で形成されてお

り、生命誕生前の地球にも降り注いでいたと考えられます。当時の地球上でも

糖を生成する反応は起こっていたと考えられていますが、それがどのような種

類の糖分子で、どれくらいの量が作られたのかを示す証拠は、残っていません。

図 2：生命誕生前の海洋への隕石飛来

の模式図 

図 3：RNA の模式図 



隕石からリボースなどの糖分子が検出されたことは、生命誕生前の地球での新

たな糖分子の供給源を直接的に示す新たな証拠であり、地球外を起源とする糖

分子が他の生命分子とともに生命の材料の一部となった可能性が出てきました。 

リボースの発見はさらに重要な意味を持ちます。現在多くの研究者が、初期

の生命は、DNA-タンパク質が主役の複雑なシステムを持つ生命ではなく、RNA
が DNA とタンパク質の両方の役割を担った単純な生命であったという RNA ワ

ールド仮説を支持しています。本研究で DNA を構成するデオキシリボースで

はなく、RNA を構成するリボースが生物の関与しない宇宙空間で（非生物学的

に）生成している証拠を得たことは、この点でも重要な意義を持っています。 

今後の研究では NASA から新たに提供を受けた複数の隕石を分析し、地球

外からどれだけの糖が地球にもたらされたのかを詳しく明らかにしていく予定

です。 

当研究は日本学術振興会科研費補助金（18H03728）、自然科学研究機構アス

トロバイオロジーセンター、北海道大学低温科学研究所共同研究、Simon 
Foundation, NASA Astrobiology Institute のサポートを受けて行いました。  

 

【論文情報】 

雑誌名: Proceedings of the National Academy of Sciences, USA 
（米国科学アカデミー紀要） 

論文タイトル: Extraterrestrial ribose and other sugars in primitive meteorites 
著者: Yoshihiro Furukawa*, Yoshito Chikaraishi, Naohiko Ohkouchi, 

Nanako O. Ogawa, Daniel P. Glavin, Jason P. Dworkin, Chiaki Abe, 
and Tomoki Nakamura 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 
＜研究に関すること＞ 
東北大学大学院理学研究科地学専攻 
准教授 古川 善博（ふるかわ よしひろ） 
電話：022-795-3453 
E-mail: furukawa@tohoku.ac.jp 
 
＜報道に関すること＞ 
東北大学大学院理学研究科 
広報・アウトリーチ支援室 
電話： 022-795-6708 

E-mail：sci-pr@mail.sci.tohoku.ac.jp 
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